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あらまし：考古学の遺跡調査では，遺物・遺構・遺跡として残された痕跡から、過去に起きた文化現象を検討する。

しかしそれだけでなく、文化的景観を理解する視座とそのための方策を有しておく必要がある。小論で、は、第1に国

内外での調査事例を挙げつつ、この取り組みについて検討する。そしておわりに若干ではあるが、一般の人たちが

文化財情報を自ら収集・集積・発信できるようなシステムの構築の構想についてふれる。

Summary: Arch a巴ologicalresearch need viewpoint and strategy to grasp of the Cultural Landscape. In this paper, 

at first, I make study this subject, whil巴 theexampl巴sat home and abroad. And in the end, In some, but I 

mentioned Lhe idea of building the system about many people can gather and accumulation and transmit information 

of cultural properti巴sand art. 
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1.はじめに

文化財を未来に発展的に継承するために、我々は

どのような調査・研究、 そして普及のための取り組みが

できるだろうか。 小論を展開するにあたっての問題意

識は、この点にある。

小論で扱う遺跡は、日本国内に限定されるものでは

ないが、文化財の定義としては、以下の日本のものを

挙げておきたい。

すなわち、日本では文化財とは、文化財保護法によ

り、「有形文化財」・「無形文化財」・「民俗文化財」・「記

念物j・「文化的景観j・「伝統的建造物群Jであると定

義されている。また、埋蔵文化財および文化財の保存

修復に必要不可欠な伝統的な文化財保存技術は保

護の対象と位置づけられている（図1）。

小論では、これら文化財を対象とした調査研究につ

いて検討するものである。特に文化的景観の把握を視

座においた記念物および埋蔵文化財の調査には、ど

のような方法があり、またいかなる問題点があるかにつ

いて、報告者がこれまでに実践してきた調査研究例を

ふまえて論じる。
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文化的景観とは、文化財保護法により、 下記のように

定義されている。すなわち、「地域における人々の生

i伝統的曝議務｝

ペ 文化財の保存後慾｝

図 1 文化財の定義と種別



活又は生業及び当該地域の風土により形成された景

観地で我が国民の生活又は生業の理解のため欠くこ

とのできなしものJ（文化財保護法第2条第1項第五号

より）である。また埋蔵文化財とは、土地に埋蔵されて

いる文化財である（文化財保護法第 92条第1項）。

これをふまえるならば、遺跡と周辺の環境，そして歴

史と風土が醸し出す景観は，人類活動の痕跡であり，

次世代への貴重な遺産であるといえる。しかし 20世紀

以降，遺跡の消滅は地球のいたるところで驚異的な速

度で進行している。こうした状況の下では，研究者は

遺跡の調査研究だけでなく，研究の社会還元や、文

化財を保存・活用するための具体的な活動が求めら

れる。特に、「遺跡jや「文化財Jとし、うフレームワークが

人々に浸透していない国々の調査では、迅速に対応

を迫られている課題である。

今日、考古学に関連する諸科学・技術の発展は進

み、大きな変化を遂げている。考古学も一般社会の動

向とは無縁ではなく，色々の新しい技術や機器が導入

されている。しかし，当然のことではあるが技術なり道

具は，最新のもので、あるからといって、必要十分条件

を満たすのではない。

実際，近年の情報科学技術の発達は，考古学に

おける遺跡の調査方法に大きな変革をもたらしつつあ

る。具体的な事例には， GPS・レーザースキャン・デジ

タノレカメラを利用した比較的高精度な遺跡・遺構の計

測があげられるだろう。

また，遺跡とその古環境を結ひマつける時空間情報を

統合する技術基盤にはGISが大きな役割を果す。考

古学の調査研究が，歴史的空間の総合的な理解と社

会還元を目指すのであれば，これら情報科学技術の

応用実践が一層求められる。

遺跡の調査では，事例毎に最適な道具を選択し駆

使する必要がある。し、かに目的達成のために適切な

方法を選択するか。その方法を実行するための道具を

いかに適切に使用するか。そして，そもそも方法や道

具の選択肢の幅を広くもっておくこと。これが肝要であ

ろう。結局，道具は方法を十分に遂行させるためのも

のでしかない。

しかし現実は理想とする方法ばかり選ぶことのできる

調査は甚だ少ない。調査に用いることができる道具が

充実していることも多くはないだろう。実際には現有の，

あるいは少し手を伸ばせば届くような道具，工夫を凝

らした方法で計画を実行するだろう。これまでの多くの

調査では、その時の最大戦力で遺跡や地域の姿を捉

えようとしてきた。

また，新たな技術や方法を採用した遺跡調査による

成果や調査方法それ自体と，これまでの調査で積み
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重ねられた資料や洗練されてきた方法を組み合わせ，

今後も広く社会に還元し活かす方策がますます必要

になるだろう。

2.発表の背景

発表者は，これまでに岐阜県の象鼻山古墳群・青森

県の中世十三湊遺跡・唐川城跡・福島城跡，富山県

の阿尾島田古墳・沖縄県の具志川城跡，ロシア連邦

のサハリン自主土城・ウズベキスタン共和国のゼラフシ

ャン渓谷中流域シノレクロード関連遺跡群・モンゴル国

トーラ）｜｜流域契丹城郭などの調査に参加し、それぞれ

に様々な景観をもちあわせる遺跡の姿をみてきた。

調査毎に目的や方法は異なり，遺跡を対象とした同

じ考古学的な調査であっても調査の実際は異なる。し

かし遺跡やその場で活動した人々を分析し理解する

には、彼らが生きられた景観を把握しようと試みる必要

があることは不変であると考えている。

それでは、遺跡調査において、いかにして過去ない

し現在の文化的景観を捉えようとしているのか、その試

行の一例を挙げていきたい。

3. 遺跡を測量すること

遺跡を測量することは，単に遺跡の“形状”を捉える

ことだけでなく，遺跡をとりまく歴史的・自然環境を知る

ことにこそある。それは、人々によって、遺跡がどのよう

に行為の場として形成され，利用され，廃棄され，その

後いかなる人為的・自然的改変を受けながら今のよう

な姿を為したのか。これを理解することに他ならない。

たとえば，古墳は墳丘を主要な対象として測量する

だけでなく，古墳の周囲の微地形も，古墳が作られた

空間を理解するための重要な資料として，測量図を作

成するべきであろう。凹地や湿地の空間的な広がりか

ら、周溝などの存在が明らかになるカもしれない。

また測量調査と地中物理探査調査，文献や絵図に

残る土地の改変遍歴の研究成果や地質に関する情報

と組み合わせれば，貴重な文化資源を壊すことなく，

古墳の築造以前から現在に至るまでの有用な情報を

得ることができるだろう。

ここで，十分な時間が確保されている古墳の測量調

査を想定してみよう。平板やトータルステーション，

GPSを用いて古墳を測量できるとする。最終的な成果

の図は、等高線の入った図をつくるのか、等高線の間

隔はどれくらし、かなど、この点にも，古墳のかたちをど

のように捉えるか，その視点が現れているように思う。

あるいは中世寺院の測量は，建築物の存在を窺わ

せる場所周辺の地形だけでなく，寺院内の区画を示

す石積みや土塁，そして水路や谷地形など，自然地



形の人為的改変による水平・垂直的な区画を捉えよう

とする。そして測量調査から，寺院空間の形成の過程

を明らかにすることを試みる。また，こうした人工物の

広がる範囲だけでなく，その空聞がし、かなる場所にあ

るか，たとえば特定の丘陵に，連なるかのように立地す

る複数の寺院の検討には，平野部からどのように認識

されていたかなど，より大きな空間スケールで、遺跡を

理解するための視点が必要である。

「なぜ遺跡がそこに在るのか。なぜそのように在るの

か」は，考古学を軸として，色々の視点とスケールで、対

象を捉えなければならない。そのために使うことができ

る有効なものは、どんなものであれ、意欲的に取り入

れる必要があるだろう。ただし“使う”には、限界や課

題を理解しておくことが肝要である。

4.モンゴル契丹城郭の測量調査

本発表では，歴史空間を遺跡だけでなく遺跡を包

む歴史的・自然的環境を含む空間とし、う意味で用いる。

遺跡を理解するには，その背景となる歴史空間を理解

する試みが必要である。そして歴史空間への考古学

的なアプローチは，先行研究に学ぶことはもちろんの

こと，地域における遺跡の詳細な分布調査や計画的

な地形の測量調査から始まると考えているからだ。

一定地域の中で「なに」が「どこJに「どのようにJに在

るかを歴史的に位置づけ，一定の見解を得ておくこと

で，発掘調査を実施する遺跡がより豊かに明らかにな

る。

遺跡の測量調査では，色々な道具がある。平板 ・

トランシット・トータルステーション・ GPSなどで

ある。どのような機器を使うのであれ、遺跡の考

古学的な特徴を捉えた図を作成できるよう，測る

点を決める。 例えば遺構の上端と下端であり，傾

斜の変換点である。

また， GPSやトータルステーションを用いた地形

測量は、平板による測量と比較すると高精度かっ

確度の高い位置情報をデジタルな数値として取得

することができる。しかし， 地形を捉えて効果的

に測量しなければ，まるで対象の特徴を捉えてお

らず，考古学的には意味を為さない図になる。平

板測量と異なるのは測る道具であり，等高線の引

き方など図化の方法である。測量に用いる道具は

異なっても、遺跡の形状を捉えるために必要な測

点の選択についての考え方に大きな違いはない。

発表者の場合、遺跡の地形測量調査を実施する

際は，高精度の GPSとトータルステーションを用
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いることが多い。 GPSは頭上に樹木等が無く開けて

いる遺跡での広い面積の測量に向いている。

例えばモンゴル国トーラ川流域契丹城郭である

チントルゴイ城祉（南北約 1250m，東西約 650m)

やオランへレム城祉（南北 540m，東西480m）の

調査は，短期間かっ少人数であったので，機械の

性能としては、水平誤差5mm、垂直誤差 lOmmのGPS

による RTK-GPS測量が非常に有効であった。

チントルゴ、イ城祉とオランへレム城祉は、モン

ゴルの首都ウランパートルからは西へ約 200kmの

位置にある。遼代から元代にかけての遺跡では、

最も保存状況・調査条件が良好で、、北方シルクロ

ードの様相を典型的に示す可能性のある遺跡であ

る。

この調査は、当初から複数の学問領域を横断す

る情報を総合的に扱い、遼代東西ネットワークの

検討や、モンゴル国における歴史・文化資源のマ

お環境資料

・If.ーワング繍濠

. iii~主草野b続

·A在受理~·製in発

務器産緩慢織や資料

．覚書店11~業••a

出土入脅資料

・形態入量礎学約分者百

．会銭湯繁総会f毛布

with GP事輔、drs 
．週u努分析

理ft!)寝袋シミュレ山シ：！ン

溜代療器ネットワークの朝食射

援護2・文化賞績のマネージメント

図2 GISを利用した調査情報の統合システム

ネージメントへの貢献を目標として開始された。

そこで、調査研究に関わる様々な情報を時空間情

報を基軸に統合する技術基盤として GISを導入し

た（図 2）。

そしてまず、現地調査に先立ち， SRTMデータと

GISを利用して調査遺跡周辺の DEMを作成した。特

に、作成した図と衛星画像から，オランヘレム域

社は，旧河道や湿地帯に接する一段高い場所に立

地すると読み取り，水の流れを利用したモノや人



の移動の可能性を考えた。そこで，現地調査では

この仮説の妥当性も検討課題とした。

図 3 契丹城郭の分布と周辺地形

( 1 .オランへレム城祉 2.チントルゴイ域社）

オランへレム域社の本格的な調査は， 2006年夏

から実施している。 2006年度の野外調査は7日間

実施し，目的をオランへレム城祉の地形の把握に

おいた。そこで，精密な地形測量を実施して測量

図の作成を開始した。また並行して，遺跡内にお

いて塔跡など場所の性格を窺い知るために，遺物

の分布調査を実施した（図4）。

地形瀦.調査

．包的

ニt草案の綬型車・現聖母機i鐙の翼2費量→築霊主t宣綴の検2せ

．方法／機材／人策

‘ GPS~覇•fGPS2おパ各

・TS測量l/TSl委主／3名

遺物分帯調査

金目的

地表おま完害警により縫認した適量織の性信島検討

．方法／機材／人員

総理監濁綴祭JI密事5GPS1台・デジタルカメラ1怠／ 1名

図4 調査の体制

その結果，遺跡の位置・規模・形，遺跡内の遺

物の散在状況などが明らかになった。

地形測量調査は， トータルステーション（以下

TSと略す）と GPSを用いた。
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TSは，測点のデータをx.y・Zの3次元データ

として機械内のメモリに記録し，市販のケーブル

で PCと接続，測量データを csvなどのファイル形

式でダウンロードできる機種を用いた。

TSによる測量では，はじめに基準杭を設置した。

基準杭は，土城を囲む土塁のうち，南北の土塁そ

れぞれの中央付近に，およそ同経度になるよう設

置した。この時の経度の測定には，高い精度は必

要無いためハンディタイプの簡易 GPS（誤差5m程

度）を用いた。また， 2点設置した基準点のうち，

南側のものを測量原点 0 (X= 0 , Y= 0 , Z= 0 ）とし，

この基準点 2つからローカル（局地的）な座標を

設定した。グローバノレな座標への変換は， GPSで測

った基準点座標を利用することとした。

このような準備作業を行った後，土塁や堀の上

端・下端など土城の形態を端的に示す地点に重点

を置いて測量を実施した。

いっぽう GPSによる測量では， GPS2台と簡易無

線を利用して RTKGPS測量を実施した。この方法

は、 GPS2台のうち， 1台は固定局として，もう 1

台は移動局として利用し，搬送波位相測定により

移動局の高精度な位置情報（精度約 2cm）を得る

ものである。なお，固定局として利用する GPSは，

原点Oの上に設置した。

ただし，固定局の位置座標，すなわち原点の座

標はGPS1台による単独測位で得るため，誤差が大

きい。そこで，先の基準点2点について， STATIC 

観測を約6時間実施し，より精確な位置情報を取

得することとした。観測時間を 6時間とした理由

は，オランへレム城祉に最も近い IGS

(Int巴rnationalGNSS Service）のネットワーク

2局がウランパートノレまで約 190km，イルクーツク

まで 480kmの距離にあるためである。

この STATIC観測で得たデータと， IGSを利用し

た後処理により，基準点の補正をおこなう。なお，

本調査地ではインターネットに接続可能な環境で

はなかったため，帰国後基準点を補正した。した

がって，今回の調査で取得した地形データはすべ

て，この補正した基準点を利用し，補正する処理

が必要である。

日本国内での遺跡の RTKGPS測量調査の場合，

固定局の位置情報取得には，全国に配備された電

子基準点のデータを使っている。電子基準点のデ

ータは， Internetを利用して，国土地理院Website

より無料でダウンロード可能である。



RTK GPSによる地形測量では，歩行移動しながら

2秒に 1回の間隔で自動的に記録した。専用の三

脚を使わず，リュックにアンテナを接続し移動性

を重視した。三脚を利用すれば安定性が増し精度

も向上なるが，数時間凸凹の地面を歩きながら高

さ2 m以上になるアンテナを持ち続けるのは危険

である。また，目的は遺跡の測量であるから，ポ

ーノレを使って 1点1点地点を測るほどの正確さは

必要ないと判断した。

写真1 基準点の STATIC測量

写真2遺跡の RTK-GPS地形測量

GPSによる遺跡の地形測量は、 TSによる測量同

様に、城壁・堀などの上端・下端をなぞり歩いた

後、地形の凸凹の特徴を捉えるように歩き、さら

33 

2008/12/13 
第14回公開シンポジウム

「人文科学とデータベースJ

に斜面を等高線に沿うよう歩いた。また測量中に

遺構らしき高まりなどを確認した際にはその形状

を取得するであろう測量データから復元できるよ

う綿密に歩行した。GPS測量においても、平板測量

や TSによる測量同様、考古学的に重要性が高いと

判断する地点の測量を優先した。

こうした測量の結果、オランへレム城祉につい

て、次のことを明らかにすることができた。

図5 オランへレム域社地形測量図

1.遺跡の位置は N47°55’49" El04° 32' 28" 

2.4辺を 2重の土塁と堀で固まれた略方形の土

城

2a域内から土塁（城壁）＞堀＞土塁という構造

2b域内の面積は約 26ha，遺跡の外周は約 2.6 km 

2c北壁 480m・東壁 536m・南壁 483m・西壁 548m

3.城壁には馬面を築く

3a馬面は西・北・東壁に各5箇所，南壁は4箇所

3b馬面の外側下に平場空間を対置する

4.城壁の南・西・東側中央に城門を各 1門築く

4aいずれの城門も護城を有する

4b東西の城門の開口方向は南向き，南は東向き

5.東西・南北にはしる幅 50mの道が城内を区画

6.城内に基壇跡や塔跡と考えられる遺構の存在

以上の測量成果から，次のようなウランヘルム

遺跡の特徴を挙げることができる。第 1に計画的

な馬面の配置と号室城の発達，第2に堀・土塁が複

雑に屈曲し防御性の高い構造を成す，第3に馬面

に対応して平場が設けられ戦闘時の効率的な殺傷

空間を形成する，などを指摘できる。



オランへレム城祉が位置するトーラ川流域には，

この地域の中心的な役割を担った鎮州事実に比定さ

れるチントノレゴ‘イ遺跡が存在する（白石， 2001）。

このチントルゴイ遺跡と比較して，ウランヘルム

遺跡は非常に防御性が高いといえる。

また、測量調査と並行して実施した城内の地表

面観察から，基壇跡や塔跡と考えられる遺構と契

丹の瓦や陶器の散在を確認した。一般的な遺物分

布調査では遺物の位置を記録し採集・保管するが，

短期間の海外調査では遺物管理のための場所と時

間，人の確保は難しい。そこでハンディタイプの

GPS簡易 GPSである GARMIN社の GPSrnap60CSとデ

ジタノレカメラを利用して遺物の位置情報と散布状

況を記録するに止めた。

写真3 遺物散布状況

ハンディタイプの簡易 GPSで取得した遺物の位

置情報と撮影した写真は， GISに格納する。この

作業によって，たとえば瓦の分布状況と域内の地

形測量から，塔跡などの遺構の性格に迫ることが

できる。

ο 土II

。lllll
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図6 オランへレム域社内の遺物分布図

この調査では、主に GPSとGISを遺跡の調査に

利用するこ とにより、 短期間に多くの重要な情報
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と知見を得ることができた。今後は、 城内の遺構

配置などを綿密な測量調査によって把握する。こ

れまでに取得した調査データは、すべて GISを基

盤に統合している。したがって、これから得る調

査データも、それら先行調査と統合して扱うこと

が容易である。

また、前述のような高精度の GPSを用いた遺跡

の測量調査事例は未だ少ないのが現状である。ま

た、樹木の茂る日本の古墳のような遺跡での調査

ではGPS測量は効力を発揮しないことがしばしば

ある。その場合は、平板よりも器械点と摂lj点の高

低差と距離による誤差が少ないトータノレステーシ

ヨンを用いている。

トータルステーションを用いる測量の場合，測

量用の基準杭が必要である。測量用の基準杭は多

くの場合，先述の RTK-GPS測量かStatic測量を用

いて設置している。上記のような調査は，平板測

量でも時間と人員を費やすことで可能な調査では

ある。しかし，測量調査の実施のみだけでなく，

微地形分析や公表などを円滑に達成するために，

トータルステーションやGPSを選択している。

5.測量データの取り扱い

トータルステーションやGPSを用いて取得した

測量データは， PCとGISを用いて固化する。

調査で使用しているトータルステーションは，座

標を計算できるプログラムが組み込まれており，

測量データを記録し，このデータを外部に出力で

きるものである。自動追尾やノンプリズムの機能

などはなく，液品画面も片面のみなので， トータ

ルステーションの中でも低価格帯に位置するもの

といえる。測量データの PCへの出力は，市販のシ

リアルケーブルを用いている。シリアノレポートが

無い PCを用いるには，見lj途市販のUSB変換ケーブ

ノレを用意する。測量データの PCへの転送には専用

のアプリケーションは必ずしも必要なく， Windows

のアプリケーションで行う。 トータノレステーショ

ン以外は，学生の私でも用意ができるような道具

でPCに測量データを取り込むことができるのであ

る。

続いてはSソフトによる図化である。 GISソフト

というと，高価なイメージがあるが，それは一部

のものにすぎない。考古学における代表的な GIS

ソフトである IDRISIは学生であれば比較的入手し

やすい。また無料の GISソフトには， Quantum 

GIS+GRASSなどがある。



通常、トータルステーションから出力する測量

データには， x.y・z（標高あるいは楕円体高）を

含むcsv形式であるので，基本的にはどんな GIS

でも利用できる。

測量調査の期間中は，毎晩宿舎でその日に自分が

取得したデータの整理・解析・表示までを 1人で

行い，翌日の予定を立てる。しかも電力等が限ら

れた環境で調査を行うことがしばしばなので，少

ない時間と労力で，毎日の成果を確認し報告しな

ければならない。そのためにデジタル機器を用い

た測量や GISは有効であると考えている。
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図7 ウズベキスタンダブシア遺跡の地形測量図

6.遺跡発掘調査データの記録と活用

発掘調査では遺物の地点や遺構の形状そして土

層など， 3次元の情報や土の色情報を取得する。

しかし情報を取得するが，これまであまり管理・

活用する動きは活発で‘なかった。そこで，発掘調

査で得る 3次元情報を管理・活用する試みを始め

ている。このようなプロジェクトは，すでに海外

ではいくつか実施されており，阿児雄之氏からご

教示いただいた MarkosKatsianisほか（Katsianis,

M. et al. 2008）の研究が参考になる。彼らの研究

では， GISを用いて 3次元の情報は3次元のまま，

そして遺跡の色は写真測量の成果を用いることで

表現し，遺跡の形成過程については，土層断面図

を立体的な図として組み込むことにより，遺跡の
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発掘調査で得た 3次元情報を的確に整理し統合し

ている。

日本の遺跡発掘調査でも，基本的には同様の情

報は取得しているから，彼らのような試みは少し

手を伸ばせば可能である。さらに日本の場合，世

界に比類無いほどの密度で発掘調査が実施されて

いるため，このような試みが普及すれば，各調査

区を点としてではなく，連続面として捉えること

が可能になりうる。その結果，遺跡を立体的に捉

えることができ，大変興味深い試みだと注目して

し、る。

ところで GISは新たな方法で取得したデータし

か利用することができず，既存の発掘調査データ

は全く使えないということはない。例えば図8・

図9のように，既にまとめられ報告された資料や

かつて作成した測量図を GISに取り込み近年の調

査研究に用いている（図 8・図 9）。

図8 サハリン自主土城の測量図

図9 サハリン自主土城の烏敵国

7.遺跡形成以前の環境

遺跡が形成される土地は，人々がその土地に生

活の痕跡を遣す以前から存在する。どのような土

地に人は住み，周囲の環境を改変したのか。まず，



どのような土地であったのかを明らかにするには

色々な資料がある。たとえば地質情報である。

遺跡や考古学に関連する研究では，石黒氏や小

林氏ほか，そして津村氏（石黒2006，小林ほか2003,

TSUMURA2001）らの研究があるものの，地質図やボ

ーリングデータを活発に利用しているとは言い難

い状況にある。しかし現在，産業技術総合研究所

では地質情報のデータベース化を進めている。 GIS

を用いて地質図のデータベースと膨大な地質ボー

リングデータベースを統合し，地形や土質の高精

度の把握を試みである。考古学の調査で得る土層

断面図の資料と比較すると，空間スケーノレは大き

く，資料の密度は疎ではあるが， 一定の効果を得

ている。考古学の発掘調査で得る資料には，これ

らと同じような性質をもつものがある。土層断面

図である。全国で年間数万件にも上る発掘調査は

実施され，この数の数倍の土層断面図は作成され，

調査区毎の土地の履歴を示すものとなる。しかし

調査や研究での体系的な利用は少ない。貴重な文

化資源をより有効に活用にできないだろうか。産

業技術総合研究所が用いたもの方法を参考に考古

学にも導入すれば，時空間情報を用いた調査成果

の蓄積ができる。さらにミクロな視点では，同じ

遺跡内の調査で得た成果を新たな調査の指標とな

することができる。また，マクロな視点からは，

一定地域の文化的景観の探究にも繋がるだろう。

8.文化財ローカルナレッジの集積と発信

さて、ここまでは遺跡を調査研究する者の視点

からの文化的景観把握を中心に、 事例を挙げつつ

論を進めてきた。

しかし文化財である遺跡は、研究者ではない一

般の人々の貴重な財産でもある。いや、本来は後

者にこそ主がある。

より多くの一般の人々が文化財に興味を持つに

はどうしたらよいだろうか。その方策は色々な

方々が思案し、また実行している。だがすでに十

分満たされているということは無い状況である。

そこで、文化財に関わる調査や研究の「成果」を

享受するのではなく、その場所にある、生のまま

の文化財に、自分の手で“ふれる”ような基盤の

構築を試行したい。

具体的には、 コンパク 卜なデジタルカメ ラを用

いて各々が興味を持った文化財の写真を撮影し、

これをWebGISを用いて統合・発信するシステムで

ある。実際の試行には、 Nikonのコンパクトデジタ

ノレカメラ COOLPIX P6000を用いている。このカメ
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ラの特徴は、撮影場所の位置情報（緯度・経度）

を画像データにタグとして付加する Geotag対応の

GPS (Global Positioning System：全地球測位シ

ステム）を備える点にある。また、高画質・広角

レンズの性能を有しているため、無料のアプリケ

ーションを使用して、撮影地点からのパノラマ画

像を作成することもできる。

誰でも扱うことのできるカメラを用いて文化財

や、その文化財がある場所を撮影し、 WebGISを用

いたシステムに集積することによって、撮影者が

文化財にふれながら、なおかつ他者も利用できる

ような情報を創出することができる。また、複数

の人が同じ対象を写した写真や情報を関連づけて

ゆけば、同ーの文化財を多面的に捉える可能性が

広がり、それぞれの人が認識する文化財、そして

文化的景観に接近できる可能性がある。そして何

より、一般の人たちによる能動的参加型の文化財

の保存と活用の可能性が創出できると期待したい。
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